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【公表番号】特表2017-501520(P2017-501520A)
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【出願番号】特願2016-562474(P2016-562474)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/041    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    3/041    ５２２　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月4日(2017.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子デバイスのためのタッチセンサ式システムであって、
　タッチ感知面と、
　環境センサと、
　　前記電子デバイスのバッテリが充電される間、前記電子デバイスの充電モードを決定
することと、前記充電モードは、前記バッテリが充電されるモードであり、
　　前記環境センサから環境条件に関するデータを継続的に獲得することと、
　　（ｉ）前記環境条件において前記感知された変化、および（ｉｉ）前記タッチセンサ
式システムの信号対ノイズ比を改善するために前記電子デバイスの前記充電モードに基づ
いて、前記タッチ感知面のスキャンレート、スキャン領域、位置更新レート、およびタッ
チセンサ励起信号を動的に調整することによって、前記電子デバイスの感知インフラスト
ラクチャを再構成することと、
　を行うように構成された制御モジュールと、
　を備える、システム。
【請求項２】
　前記制御モジュールは、
　前記充電モードによって生成された電磁ノイズの周波数を特徴付けることと、
　前記特徴付けられたノイズ周波数に基づいて、前記タッチ感知面の前記スキャンレート
およびタッチセンサ励起信号を動的に調整することと、
　を行うようにさらに構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記環境センサは、１つまたは複数の容量センサ、抵抗センサ、圧力センサ、位置セン
サ、熱センサ、光学センサ、ジャイロスコープセンサ、電磁センサ、振動センサ、音響セ
ンサ、または加速度計、のうちの少なくとも１つを備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記制御モジュールは、前記振動センサからの振動情報の欠如に基づいて、誤検出タッ
チイベントを抑制するようにさらに構成される、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
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　前記環境条件は、温度、湿度、前記電子デバイスの方位、および加速度、のうちの１つ
である、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記感知インフラストラクチャは、超音波感知インフラストラクチャを備える、請求項
１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記制御モジュールは、前記電子デバイスの感知された位置に基づいて、弱い接地結合
イベントを補強し、前記弱い接地結合イベントを打ち消すように、前記電子デバイスのア
ナログフロントエンドを動的に再構成するようにさらに構成される、請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項８】
　前記充電モードは、トリクル充電モード、一定電圧モード、一定電流モード、および満
充電モードのうちの少なくとも１つを備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　電子デバイスのためのタッチ感知システムのエネルギー効率を向上させるための方法で
あって、
　前記電子デバイスのバッテリが充電される間、前記電子デバイスの充電モードを決定す
ることと、前記充電モードは、前記バッテリが充電されるモードであり、
　前記タッチ感知デバイスの環境センサで１つまたは複数の環境条件を感知することと、
　前記環境センサによって提供された情報を分析することと、
　前記環境センサによって提供された前記情報を使用して、タッチ感知機能を補強するこ
とと、
　（ｉ）前記感知された１つまたは複数の環境条件、および（ｉｉ）前記タッチ感知デバ
イスの信号対ノイズ比を改善するために前記電子デバイスの前記充電モードに基づいて、
前記タッチ感知デバイスのタッチ感知面のスキャンレート、スキャン領域、位置更新レー
ト、およびタッチセンサ励起信号を動的に調整することによって、前記電子デバイスの感
知インフラストラクチャを再構成することと、
　を備える、方法。
【請求項１０】
　１つまたは複数の環境条件を感知することは、圧力、抵抗、温度、方位、位置、振動、
周囲の光、音、および電磁干渉、のうちの少なくとも１つを感知することをさらに備える
、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記電子デバイスの充電モードを決定することと、前記充電モードによって生成された
電磁ノイズの周波数を特徴付けることと、前記特徴付けられたノイズ周波数に基づいて、
前記タッチ感知面の前記感度を調整することと、をさらに備える、請求項１０に記載の方
法。
【請求項１２】
　前記感度がスキャン感度か、または分解能感度である、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記環境条件を感知することは、振動条件を感知することを備え、前記タッチ感知条件
を補強することは、検出された振動で前記タッチ感知面上へのタッチイベントを補強する
ことを備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　命令を備える非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記命令は、実行されたとき
に、
　電子デバイスの環境センサで１つまたは複数の環境条件を感知することと、
　前記電子デバイスのバッテリが充電される間、前記電子デバイスの充電モードを決定す
ることと、前記充電モードは、前記バッテリが充電されるモードであり、
　前記充電モードによって生成された電磁ノイズの周波数を特徴付けることと、
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　（ｉ）前記感知された環境条件、および（ｉｉ）前記電子デバイスの信号対ノイズ比を
改善するために前記特徴付けられた電磁ノイズ周波数に基づいて、前記電子デバイスのタ
ッチ感知面のスキャンレート、スキャン領域、位置更新レート、およびタッチセンサ励起
信号を動的に調整することによって、前記電子デバイスの感知インフラストラクチャを再
構成することと、
　の方法をプロセッサに実行させる、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１５】
　前記感度がスキャン感度か、または分解能感度である、請求項１４に記載の非一時的な
コンピュータ可読媒体。
【請求項１６】
　１つまたは複数の環境条件を感知することは、圧力、抵抗、温度、圧力、方位、振動、
周囲の光、音、および電磁干渉、のうちの少なくとも１つまたは複数を感知することをさ
らに備える、請求項１４に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１７】
　エネルギー効率の優れたタッチ処理のための装置であって、
　電子デバイスのタッチ感知面と、
　前記装置のバッテリが充電される間、前記装置の充電モードを決定するための手段と、
前記充電モードは、前記バッテリが充電されるモードであり、
　前記タッチ感知面の１つまたは複数の環境条件を感知するための手段と、
　環境センサによって提供された情報を分析するための手段と、
　前記環境センサによって提供された前記情報を使用して、タッチ感知機能を補強するた
めの手段と、
　（ｉ）前記感知された１つまたは複数の環境条件、および（ｉｉ）前記電子デバイスの
前記タッチ感知面の信号対ノイズ比を改善するために前記電子デバイスの前記充電モード
に基づいて、前記タッチ感知面のスキャンレート、スキャン領域、位置更新レート、およ
びタッチセンサ励起信号を動的に調整することによって、前記電子デバイスの感知インフ
ラストラクチャを再構成するための手段と、
　を備える、装置。
【請求項１８】
　前記電子デバイスの充電モードを決定するための手段と、前記電子デバイスの充電モー
ドによって生成された電磁ノイズの周波数を特徴付けるための手段と、前記特徴付けられ
た電磁ノイズ周波数に基づいて、前記タッチ感知面のスキャンレートおよびセンサ励起信
号を動的に調整するための手段と、をさらに備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記感度がスキャン感度か、または分解能感度である、請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　前記感知するための手段は、容量センサ、抵抗センサ、圧力センサ、位置センサ、熱セ
ンサ、光学センサ、ジャイロスコープセンサ、電磁センサ、振動センサ、音響センサ、ま
たは加速度計を備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項２１】
　前記装置は、モバイル電話である、請求項１７に記載の装置。
【請求項２２】
　前記タッチ感知面の前記感度を動的に調整するための手段は、前記タッチ感知面の前記
スキャンレートを調整するように構成されたプロセッサを備える、請求項１７に記載の装
置。
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